
4·3 Art Project ー逆走して歴史と出会うー
1 部「裏」編・大阪生野区

会場 | いくのパーク１F（多目的室Ⅱ） 
　　　　  〒544-0034 大阪府大阪市生野区桃谷5丁目5－37

10:00~18:00 ( 毎週水曜日クローズ )4/3 (木)～5/25 (日)2025 年

主催：4·3 Art Project 実行委員会　共催：大阪公立大学大学院文学研究科、特定非営利活動法人 IKUNO· 多文化ふらっと　協力：一般社団法人ひとことつむぐ、 株式会社 RETOWN、特定非営利活動法人コリア NGO センター（五十音順）
後援：在日本済州四・三関連団体連絡会 （構成団体：在日本済州４３犠牲者遺族会、済州４・３を考える会－大阪、在日本済州四・三犠牲者慰霊祭実行委員会）（2025 年 2 月 22 日現在）

入場料無料　お問合せ先 43artproject@gmail.com

いくのパーク 1Fマップ

正門

純喫茶
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済州 4·3 は韓国・済州島内で起きた同じ民族同士の虐殺事件ではあるが、その事件をきっかけに日本に逃れてきた方が世代を重ねて多く住まれている現状を
踏まえて、済州島から日本へ向かう一方向の流れを、日本から済州島へと「逆走」する捉え方でプロジェクトの骨格を構築。1部（大阪・生野区）、2部（長崎・大村）、
3部（韓国・済州）の順番で 1年ごと、計 3年かけて、3部作の立体作品を発表する。その行為をもって歴史へのリアクションとする試みである。

プロジェクトアーティスト・藤原勇輝
1976 年、鳥取県生まれ。2004 年、広島市立大学大学院芸術学研究科彫刻専攻修士課程修了。広島で彫刻を学び、ドイツ（ハ
ノーファー）、スペイン（バルセロナ）、韓国（済州島）での留学・レジデンス経験を積み、鳥取に拠点を構える。日本海
に面した極東アジアの特異な事象について考察し、国家や戦争、民族をテーマに立体やインスタレーション作品を発表し
ている。主な個展に「PYRAMID」( 奈義町現代美術館/岡山 /2019)「MASS+GAME」（gallery A-zone/ 岡山 /2017）、グルー
プ展に「Island」（seogwipo arts center/ 韓国、済州島 /2016）、レジデンスに Jeju international art center(30 August～
30 November2016) Jeju Island/KOREA 現在、鳥取市在住。 

 開催地　大阪・生野区「いくのパーク」  開催地　長崎・大村 開催地　韓国・済州

本アートプロジェクトは、1948年4月3日に韓国・済州島で起こった
「済州4·3」と日本の関係性をテーマとしたプロジェクトです。アー
ティスト・藤原勇輝の発案のもとプロジェクトの骨格が構築され
ました。このプロジェクトは1部（大阪・生野区）、2部（長崎・大村）、3
部（韓国・済州）の順番で1年ごと、計3年かけて、3部作の展覧会を展
開する計画です。
2016年に済州島のレジデンスに3ヶ月間滞在していた藤原は、アメ
リカ軍統治時代に始まった済州島内での虐殺事件「済州4·3」を初め
て知り衝撃を受けました。さらに、その事件と日本の関係性が非常
に深いことから、何か日本で中長期的なプロジェクトができない
かと思ったのがこのプロジェクトを始めるきっかけとなっていま
す。今回、1部の展覧会の舞台となる大阪・生野区は当時、多くのコ
リアンの方が船に乗って（貨物船、漁船に隠れて）済州島から逃れ
てきた地域で、今も多くの方が在日コリアンとして世代を重ねて
生活されています。
本展覧会は、その大阪・生野区の複合施設「いくのパーク」で開催いたします。「いくのパーク」は、韓国・朝鮮にルーツを持つ子どもたちが多く通っ
ていた「御幸森小学校」跡地をリノベーションして生まれ変わった場所です。「裏」というテーマを掲げ、その記憶が残る場所に２つの作品（空間）
を構築します。一つは、数字を用いた没入型インスタレーション、もう一つは、観客が制作する参加型彫刻作品となります。歴史とアートが出会い
その狭間で生まれる創造性を創出します。
昨今の移民やディアスポラの状況を踏まえながら、「済州4·3」と深い関わりがある生野区を舞台としたアートプロジェクトを通して歴史に触れ、
リアルに今を考察できる場となれば幸いです。

創作パンソリ
「四月の物語」

4/3 ( 木 ) 18 : 30～(約 30 分)　会場｜いくのパーク１F ( 多目的室Ⅱ) 
安聖民（あん・そ
んみん）と趙倫子
（ちょ・りゅんじゃ）
による創作パンソ
リを行います。 飴を垂らして椿を描きます。

プロジェクトHP 作家HP

GHQ/SCAP公安局作成の密航に関する図にコンセプトドローイング

済州4·3勃発のきっかけとなった「反」の歴史
を現地の方と対話を重ねながら想像し、現
地の方々とチーム（コレクティブ）を組織す
る方向で展覧会を開催する予定。済州4·3を
象徴する椿をモチーフとして当時のアメリ
カ軍支配の状況を暗示させるキャンディを
素材として「反」を表現する試み。

かつて事件から逃れるために漁船や貨物船
に隠れて海を渡り、日本へやってきたコリ
アンの方々のリアルへの返答として、現代
の私たちの済州 4·3 への思いを、日本から
済州島へボトルに入ったメッセージに託
し、海流に乗せて送り届ける試み。

済州島内にある「1948.4.3」という事件関連の
看板を、もし日本側から見た（想像した）とし
たらどのように見えるのか。その想像を出発
点にコンセプトを構築。数字の裏表をミック
スすることで、済州4·3と日本の現在の関係性
を表す試み。

1 部　「裏」編
2025 年 4 月 3 日 ~5 月 25 日開催。 2026 年 4 月 3 日より開催予定。

２部　「逆」編 ３部　「反」編
2027 年 4 月 3 日より開催予定。 

プロジェクト全体構想

オープニング記念イベント開催 ＊その他イベント企画中。決まり次第随時 SNSで更新。

1 部　18 : 30～18 : 45

（約 15 分の演目）

制作パフォーマンス
2 部 18 : 50 ごろ～19 : 05 ごろ

（約 15 分）

要予約 ( 先着 15 名 ) 無料

済州 4·3 をテーマにした

予約フォーム
出演：藤原勇輝


